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市
内
小
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
が
運
転
開
始

９
月
20
日
か
ら
26
日
は

　『
動
物
愛
護
週
間
』で
す

９
月
20
日
か
ら
26
日
は

　『
動
物
愛
護
週
間
』で
す

９
月
20
日
か
ら
26
日
は

　『
動
物
愛
護
週
間
』で
す

ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を

　
　
　
　も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

　
子
ど
も
た
ち
の
健
康
面
に
配
慮
し
、
ま
た
快
適
な
学
習
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
市
内
小
中
学
校
の
普
通
教
室
と
図
書
室
や
音
楽
室
な
ど
の
特
別

教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
。

物
教
育
総
務
課
☎
奮
４
２
４

　

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　
猫
は
環
境
を
整
え
れ
ば
室
内
飼
育
で
も
十
分
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
猫
を
外
で
飼
う
こ
と
は
、交
通
事
故
や
感
染
症
、
他
の
猫
と

の
ケ
ン
カ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
猫
を
さ
ら
す
こ
と
に
な

る
う
え
、
糞
尿
や
爪
と
ぎ
に
よ
り
近
隣
住
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
被
害
が
出
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
無
責
任
に
外
で
飼
う
こ
と
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　

野
良
猫
に
エ
サ
を
あ
げ
な
い
で

　
猫
は
１
年
に
２
～
３
回
妊
娠
し
、
１
回
に
４
～
８
匹
出
産
し

ま
す
。
野
良
猫
に
エ
サ
を
与
え
る
と
、
多
く
の
猫
が
周
囲
に
集

ま
り
、
繁
殖
し
、
結
果
的
に
交
通
事
故
や
病
気
の
危
険
に
さ
ら

さ
れ
る
不
幸
な
猫
を
増
や
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
エ
サ
を
与
え

る
な
ら
ば
、
飼
い
猫
と
し
て
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
害
防
止
に
つ
い
て

　

家
の
前
に
フ
ン
を
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
。
犬
の
散
歩
に

お
け
る
飼
主
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時
の
犬
の
フ
ン

や
お
し
っ
こ
を
処
理
す
る
こ
と
は
大
切
な
マ

ナ
ー
で
す
。
フ
ン
は
持
ち
帰
り
、
お
し
っ
こ

は
水
で
流
す
な
ど
、
処
理
す
る
習
慣
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
奮
２
３
４

　
動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
い
方
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
た
め
『
動
物
愛
護
週
間
』
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

そ
の
習
性
を
良
く
調
べ
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
最
期
ま
で
責

任
を
持
っ
て
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。

人口 …… 91,677人 （＋136人）
男  …… 47,603人 （＋72人）
女  …… 44,074人 （+64人）

世帯 …… 43,270世帯 （＋110世帯）

市の人口と世帯数 今月の主な内容
令和元年（2019年）８月１日現在

前月比
今日かもしれない大地震!!／手数料・使用料など
の改正／埼玉県知事選挙投・開票結果  ●❷
秋のスポーツ教室／保健センターの講座・講習会  ●❸
世界アルツハイマー月間／やしお市民まつりボラ
ンティア募集 ／高齢者ふれあいの家  ●❹
下水道の日／八潮らしい街並み景観・分譲住宅認
定制度／屋外広告物の適正な管理  ●❺

お知らせＨＯＴコーナー 
案内、催し、募集   ６～9
子育て情報コーナー／保健センターからのお知
らせ  ●❿
各種無料相談／８４０伝言板  ●⓫
はぴベジ博／やしお八つの野菜de健康レシピ／いきい
きやしお写真館／市長とまちづくりを語る集い  ●⓬

八條小学校
１年２組の様子

　

毎月10日発行

住みやすさナンバー1のまち　八潮

左の2次元コードから

月号
「八潮市公式ホームページ」へアクセスできます。

●発行／八潮市　●編集／秘書広報課　〒340-8588埼玉県八潮市中央1－2－1
TEL　048－996－2111（代表）　ホームページ　http://www.city.yashio.lg.jp/
FAX　048－995－7367　　　　Eメール　hishokoho@city.yashio.lg.jp
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（2）No.826広報 令和元年（2019年）9月10日

腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

　10月1日から消費税率が8パーセントから10パーセントに引き上げられることに伴い、手数料・使用
料などが改正されます。
　詳しくは、市ホームページをご覧になるか、下記担当課などにお問い合わせください。

　8月25日、埼玉県知事選挙が行われ、大野
もとひろ氏が当選しました。

手数料・使用料などの改正

項目 改正内容・料金など 問い合わせ

一般廃棄物
し尿汲み取り(12月請求分から)、粗大ご
み処理、事業活動によって生じた一般廃
棄物など

物環境リサイクル課☎奮2３５

水道・下水道使用料

メーター口径20ミリメートル、 2 カ月の
使用水量40立方メートルの場合
水道料金　５,940円→6,0５0円
下水道使用料　３,888円→３,960円
※新税率は、10月 1 日以前から継続して
使用している場合、12月の定例検針水量
分から適用となります。また、水道加入
分担金は10月 1 日以降の給水申し込みか
ら新税率を適用します。

物水道料金・加入分担金＝
経営課☎996-1486、下水道
使用料＝下水道課☎奮262

八潮駅自転車駐車場
（つくばエクスプレス
高架下）
※管理運営は自転車
駐車場整備センター

一時利用料金
自転車　100円→110円
バイク小　1５0円→160円
バイク中　200円→210円
バイク大　2５0円→260円
定期利用料金
定期の期間・ご利用の自転車駐車場（A
・B・C・D）によって異なります。

物八潮駅自転車駐車場☎
997-9810、自転車駐車場整
備センター☎0３-6262-５290、
交通防犯課☎奮３97

物選挙管理委員会☎奮２６４
開票結果（立候補届出順）

候補者氏名 市内得票数 県内得票数

大野　もとひろ 6,081 923,482
武田　信弘 520 40,631
浜田　聡 715 64,182
櫻井　志津江 350 34,768
青島　けんた 9,878 866,021
合計 17,544 1,929,084

無効票 260 26,174
不受理・持ち帰りなど 0 16

投票結果
市内 県内

投票者数（人） 17,804 1,955,274
当日有権者（人） 73,662 6,052,273
投票率（％） 24.17 32.31

埼玉県知事選挙
投・開票結果
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熊本地震 (高層マンション）
〔2016.4.14.16〕

岩手・宮城内陸地震
〔2008.6.14〕

新潟県中越沖地震
〔2007.7.16〕

福岡県西方沖地震
〔2005.3.20〕

新潟県中越地震
〔2004.10.23〕

十勝沖地震
〔2003.9.26〕

宮城県北部地震
〔2003.7.26〕

 今日かもしれない大地震!!
家具を固定する

【けがの原因が家具の転倒や落下によるものであった割合】

7日分を備蓄する
　過去の大規模災害時では、一時的に物流が止まり、必要としている物資が手に入らず、
救援物資も届かないこともありました。日ごろから、なるべく7日分（最低でも３日分）の
備えをし、生き延びるための準備をしましょう。 

　近年発生した地震で、けがをした原
因の多くは、家具などの転倒や落下で
した。いつ起きるかわからない大地震
に備え、まずは、タンスや食器棚など
の家具や冷蔵庫、テレビなどの家電製
品を固定して、家の中を安全にしまし
ょう。

　高齢者や子ども、障がい者、傷病者などの要配
慮者は、災害情報を正確に受け取ることができず、
危険を察知できなかったり、素早い行動をとるこ
とが難しい場合があります。
　こうした方を災害から守るために、災害発生時
には、積極的な支援を行いましょう。

　国、県の調査結果では、今後30年以内に70パーセントの確率で首都直下型地震が発生し、八潮市では震度6強の大地震が発生すると予測されています。
災害から身を守るために、一人ひとりが災害に対する理解を深め、対策を行いましょう。� 物危機管理防災課☎奮３３９

●適切な情報提供を
　耳の不自由な方や日本語が不
得意な外国人には、筆談や身振
り手振りを交えるなど、柔軟な
方法で会話する。

●避難行動の支援を
　車いすは、上りは前向き、下
りは後ろ向きで移動する。

●積極的なコミュニケーション
　災害時の不安を和らげるため、
温かい気持ちで接し、まめに声
をかけるなど、みんなでコミュ
ニケーションを築く。

みんなで支える

支援のポイント

✓ 備蓄しておきたいもの
■　飲料水
■　ごはん
■　缶詰、レトルト食品
■　粉ミルク
■　ウェットティッシュ
■　トイレットペーパー
■　非常用トイレ
■　紙おむつ

■　生理用品
■　懐中電灯、ランタン
■　カセットコンロ
■　カセットボンベ
■　ラジオ
■　乾電池
■　紙皿、割りばし
■　ビニール袋

■　ラップ
■　新聞紙
■　飲み薬、消毒薬
■　三角巾
■　使い捨てカイロ
■　予備のめがね
■　ロープ
■　軍手

■　リュックサック
■　ポリタンク
■　ガムテープ

いつ起きる！？
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秋
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

令
和
元
年
度

▲ヘキサスロン ▲親子体操

▲ウォーキング講習会

　保健センターでは、10月に「ウォーキング講習会」「生活習慣予防講座」「子育て応援講座」「ママ
のこころの健康講座」を開催します。皆さん、ぜひご参加ください。

①
ラ
ン
ニ
ン
グ
＆
ジ
ョ
ギ
ン
グ

　
走
り
方
の
基
本
動
作
や
身
体
の

使
い
方
、
動
き
作
り
な
ど
の
練
習

の
ほ
か
、
ペ
ー
ス
走
や
イ
ン
タ
ー

バ
ル
走
な
ど
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。
走
り
慣
れ
て
い
る
方

も
、
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

腹
11
月
２
日
～
12
月
14
日
（
11
月

23
日
を
除
く
毎
週
土
曜
日
・
全
６

回
）　
午
後
３
時
～
４
時
15
分

複
大
原
公
園
野
球
場
ほ
か

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

弗
運
動
靴

払
15
人
（
申
込
順
）

沸
３
０
０
０
円

②
ヘ
キ
サ
ス
ロ
ン

　
エ
ア
ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
使
い
、
運
動
が
苦

手
な
子
ど
も
で
も「
走
る
」「
跳
ぶ
」

「
投
げ
る
」の
基
本
動
作
を
楽
し
み

な
が
ら
自
然
に
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

腹
12
月
14
日
㈯　
１
部
＝
午
前
10

時
～
正
午
、
２
部
＝
午
後
１
時
～

３
時

複
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

覆
１
部
＝
市
内
在
住
の
平
成
31
年

４
月
２
日
現
在
で
満
４
歳
と
満
５

歳
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
２
部

＝
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
１

～
３
年
生

弗
室
内
用
運
動
靴

払
１
部
＝
25
組
、２
部
＝
50
人（
申

込
順
）

沸
１
部
＝
１
０
０
０
円
、
２
部
＝

500
円

③
親
子
体
操（
３
歳
児
＋
保
護
者
）

　
跳
び
箱
や
フ
ー
プ
、
ボ
ー
ル
な

ど
の
器
具
を
使
い
、
音
楽
に
あ
わ

せ
た
ダ
ン
ス
な
ど
、
親
子
で
身
体

を
動
か
し
ま
す
。

腹
10
月
19
日
～
12
月
７
日
（
10
月

26
日
、
11
月
23
日
を
除
く
毎
週
土

曜
日
・
全
６
回
）　

午
前
10
時
～

10
時
50
分

複
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
平
成
31
年
４
月
２

日
現
在
で
満
３
歳
の
幼
児
と
そ
の

保
護
者

払
20
組
（
申
込
順
）

沸
３
０
０
０
円

④
幼
児
体
操

　
跳
び
箱
や
マ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
な

ど
の
器
具
を
使
い
、「
調
整
力
」

を
発
達
さ
せ
る
た
め
の
動
き
作
り

の
基
礎
と
な
る
、
多
種
多
様
な
体

操
を
行
い
ま
す
。

腹
10
月
19
日
～
12
月
７
日
（
10
月

26
日
、
11
月
23
日
を
除
く
毎
週
土

曜
日
・
全
６
回
）　

午
前
11
時
10

分
～
正
午

複
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

覆
市
内
在
住
の
平
成
31
年
４
月
２

日
現
在
で
満
４
・
５
歳
の
幼
児

弗
な
わ
と
び

払
25
人
（
申
込
順
）

沸
１
８
０
０
円

―
共
通
―�

�

仏
参
加
申
込
書
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
、
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
）

に
参
加
費
を
添
え
て
９
月
13
日
か

ら
29
日
ま
で
に
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
☎
996
・
５
１
２
６
、

受
付
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

へ

　家族やご近所の友だちと運動を楽しみたい方、体
力に自信がある方は、ぜひご参加ください。
　校庭では「野菜のつかみ取り」や「スーパーボー
ルすくい」などを盛り込んだ楽しい種目、武道場で
は「体力自慢（スポーツテスト）」を開催します。
腹10月14日㈷　午前８時30分～午後1時（雨天中止）
複八潮中学校校庭・武道場
淵対抗競技（綱引き・リレー・玉入れ）
　自由参加競技（体力自慢・楽しい買い物・親子の
きずななど）
※自由参加競技は申し込み不要。
物八潮市体育協会事務局　☎９９７－９０９５（受付＝火
・水・金曜日　午前９時～午後４時）
　文化スポーツセンター　☎９９６－５１２６（受付＝午
前9時～午後５時）
※競技種目やプログラムなどについては、お気軽に
お問い合わせください。

親子のきずな▶

▲楽しい買い物

八潮市民体育祭
第４４回

物保健センター☎995－3381

保健センターの講座・講習会

ウォーキング講習会
「ウォーキングで健康づくりを！」
腹①10月10日②10月24日、11月７日（各木曜
日・全3回）　午後1時30分～3時30分
複①保健センター②エイトアリーナ
覆市内在住・在勤の方
淵「八潮市健康づくりウォーキングマップ」
のコース（4～6キロメートル）の市内散策
講師　やしお歩け歩け協会インストラクター
弗運動靴、飲み物、タオル、雨具（合

かっ

羽
ぱ

など）
払50人（申込順）
沸無料
仏9月14日から30日までに、申込書（市内公共
施設で入手）を保健センター窓口（☎９９５－３
３８１）へ

生活習慣病予防講座
「膝の痛み・腰の痛み」
腹10月20日㈰　午後2時～4時
複八潮メセナ集会室

覆市内在住・在勤の方※保育要相談
淵生活習慣が及ぼす膝や腰への影響、膝痛、
腰痛の予防などについての講話
講師　杉

すぎ

山
やま

誠
せい

一
いち

さん（八潮整形外科内科院長）
払100人（申込順）
沸無料
仏9月14日から10月1８日までに、電話または
電子申請で保健センター（☎９９５－３３８１）へ

子育て応援講座
「応援します！孫育て～『祖父母力』
を高めるために～」
腹10月26日㈯　午後1時30分～3時30分
複保健センター
覆市内在住・在勤の方
淵今時の子育て事情や、子育て世代・孫世代
との上手な付き合い方についての講話
講師　上

うえ

田
だ

智
とも

子
こ

さん（聖徳大学児童学部児童
学科講師）
払60人（申込順）
沸無料

仏9月14日から10月25日までに、電話または
電子申請で保健センター（☎９９５－３３８１）へ

ママのこころの健康講座
「ポジティブ・ディシプリン～たた
かない、怒鳴らない子育て講座～」
腹11月1日㈮　午前10時～正午
複保健センター
覆市内在住の、乳幼児期の子をもつ親※保育
要相談
淵子どもをたたいたり、怒鳴ったりしない子
育て方法についての講話と演習
講師　池

いけ

田
だ

詩
うた

子
こ

さん（（一社）ポジティブ・
ディシプリンコミュニティ代表理事）
払40人（申込順）
沸無料
仏9月14日から10月31日までに、電話または
電子申請で保健センター（☎９９５－３３８１）へ

物
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
996
・
５
１
２
６

　
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
年
齢
・
体
力

な
ど
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
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腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

◯
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
と

は
　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
認
知
症

の
原
因
疾
患
の
お
よ
そ
半
分
を
占

め
る
病
気
で
す
。
病
気
の
本
人
や

家
族
が
よ
り
良
く
生
活
で
き
る
施

策
の
充
実
を
目
指
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
る
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

協
会
が
、「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
月
間
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。
９

月
２１
日
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

と
制
定
さ
れ
て
お
り
、
世
界
各
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

◯
認
知
症
と
は

　
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
レ
ビ
ー
小

体
型
認
知
症
、
脳
卒
中
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
原
因
で
、
記
憶
力
や
判
断

力
に
障
が
い
が
起
こ
り
、
日
常
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
指

し
ま
す
。

◯
認
知
症
に
は
、
早
期
診
断
・
治

療
が
大
切
で
す
！

治
療
に
よ
る
改
善
が
期
待
で
き
ま

す
　
正
常
圧
水
頭
症
や
慢
性
硬
膜
下

血
腫
、
甲
状
腺
機
能
低
下
症
な
ど

原
因
と
な
る
病
気
を
治
療
す
る
こ

と
で
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
　
早
期
ほ
ど
薬
で
進
行
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
の

改
善
で
、
進
行
予
防
が
行
え
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。

記
憶
や
意
識
が
明
確
な
う
ち
に
備

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
病
気
が
理
解
で
き
る
う
ち
に
受

診
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

で
、
生
活
上
の
障
が
い
を
軽
減
で

き
、
そ
の
後
の
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

市
で
行
っ
て
い
る

検
診
・
講
座
な
ど
を

ご
利
用
下
さ
い

●
認
知
症
検
診

　
医
療
機
関
に
備
え
付
け
て
あ
る

「
脳
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
票
」
に

記
入
し
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
医

師
の
診
察
を
受
け
ま
す
。

腹�

１１
月
３０
日
㈯
ま
で

複
指
定
の
医
療
機
関
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
）

覆
市
内
に
住
所
が
あ
る
6０
歳
の
方

（
昭
和
３4
年
４
月
２
日
～
昭
和
３5

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）、
65

歳
以
上
の
方
（
昭
和
３０
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

弗
健
康
保
険
証
、
お
薬
手
帳

沸
無
料

●
認
知
症
に
関
す
る
講
演
会

『
も
う
こ
わ
く
な
い
！
認
知
症　

パ
ー
ト
２
』

腹
１０
月
１７
日
㈭　
午
後
２
時
～
４

時複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

覆
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

淵
認
知
症
の
予
防
と
早
期
発
見
や

対
応
に
つ
い
て

講
師　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ

ー
武
里
病
院
医
療
相
談
室
室
長　

小こ

平だ
い
ら

敦の
ぶ

之ゆ
き

さ
ん

払
８０
人
（
申
込
順
）

沸
無
料

仏
９
月
１７
日
か
ら
、
窓
口
ま
た
は

電
話
で
長
寿
介
護
課
へ
。

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
偏
見
を
持
た
ず
、
認
知

症
の
方
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
作
っ

て
い
く
た
め
の
応
援
者
で
す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

５
人
以
上
の
団
体
を
対
象
に
「
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

に
お
い
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。 　

な
お
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
方
に
は
「
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
と
「
埼
玉
県
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
証
」
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ

フ
ェ
）
は
、
認
知
症
の
方
や
ご
家

族
、
地
域
の
方
や
専
門
職
の
方
な

ど
が
、
参
加
・
交
流
で
き
る
集
い

の
場
で
す
。

　

ゆ
っ
た
り
お
話
し
を
し
た
り
、

情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

認
知
症
は
正
し
い
理
解
と
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

名称 住所 電話 担当地域

東部地域包括支援センター
やしお苑

南川崎
２１０－ １

☎９９８
－８８９５

二丁目、木曽根、南川崎、
伊勢野、八潮 １～ ７丁目

西部地域包括支援センター
ケアセンター八潮

鶴ケ曽根
１１８４－ ４

☎９９４
－５５６２

小作田、松之木、中馬場、
上馬場、西袋、柳之宮、
南後谷、中央 １～ ４丁目、
緑町 １・ ２・ ４丁目、八
潮 ８丁目

南部地域包括支援センター
埼玉回生病院 大原４５５ ☎９９９

－７７１７
大瀬、古新田、垳、大原、
浮塚、大曽根、大瀬 １～
６丁目、茜町 １丁目

北部地域包括支援センター
やしお寿苑 八條２９４－ ４ ☎９３０

－５１２３
八條、鶴ケ曽根、八潮団
地、伊草、伊草団地、新
町、緑町 ３・ ５丁目

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
で
す

物
長
寿
介
護
課
☎
奮
４
４
８

第２８回やしお市民まつり
ボランティア募集
①自転車整理業務などの手伝い
淵会場内の駐輪場で自転車の整理
複八潮中学校駐輪場または埼玉縣信用金庫駐輪場
物安全対策部会（危機管理防災課☎焚３０5、メー
ルアドレスk-bosai@city.yashio.lg.jp）
②けやき通りの清掃活動
淵けやき通りのごみ拾いなど
複けやき通り
物美化推進部会（環境リサイクル課☎焚２８5、メ
ールアドレスkankyo@city.yashio.lg.jp）
－①②共通－� �
腹１０月２７日㈰� �
覆中学生以上の方� �
仏１０月4日㈮までに窓口、郵送、ファクスまたは
電子メールでボランティア参加申込書（市ホーム
ページで入手）を担当部会へ� �
※活動時間は、各部会によって異なります。� �
※謝礼金、交通費の支払いはありません。� �
※駐車場はありません。� �
※ボランティア参加者には、「ボランティア活動
証明書」を発行します。� �
　詳しくは市ホームページをご覧ください。�

　高齢者ふれあいの家は、地域における社会的孤立を防止し、心身の健康維持や介
護予防のため、健康づくりや生きがいづくりといった趣味活動などを行う、高齢者
の交流の場です。

現在開設中の高齢者ふれあいの家
●たんぽぽカフェ
腹毎週火曜日　午後１時～３時（祝日を除く）
毎週木曜日　午前１０時～午後３時（祝日を除く）
複八條２８３5―１5
沸１回１００円
●カフェしおどめ
腹毎週月・水曜日　午後１時～4時（祝日を除く）
複伊勢野２5７　（公社）八潮市シルバー人材センター内
沸１回１００円
●パルコカフェ
腹毎週木曜日　午後１時３０分～３時３０分
複緑町２―２5―１９
沸１回１００円

物市民協働推進課☎奮465物長寿介護課☎奮448

高齢者ふれあいの家支援事業

　市では、空き家などを活用して、「高齢者ふれあい
の家」を開設する方に対し、運営費などの助成を行っ
ています。興味のある方は、ぜひ一度ご相談ください。
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てんぷら油やサラダ油の廃油

髪の毛、野菜くず、ゴミ

ガソリン、灯油、シンナー、石油、
アルコール類などの鉱物油類

２

３

４

庭
や
工
場
か
ら
の
汚
れ
た
水
を
速

や
か
に
排
除
し
、
悪
臭
や
ハ
エ
・

蚊
の
発
生
し
に
く
い
、
衛
生
的
で

住
み
よ
い
街
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
の
し
く
み

　
下
水
道
（
汚
水
）
は
、
管
き
ょ
、

ポ
ン
プ
場
お
よ
び
終
末
処
理
場
の

３
つ
の
施
設
か
ら
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。

○
管
き
ょ

　
主
に
道
路
に
埋
設
し
て
い
る
管

で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
管
き
ょ
は
、
家
庭
や
工
場
か
ら

の
汚
れ
た
水
を
終
末
処
理
場
ま
で

流
す
た
め
の
施
設
で
、
維
持
管
理

が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
場
所

に
マ
ン
ホ
ー
ル
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。

○
ポ
ン
プ
場

　
下
水
は
自
然
流
下
で
流
れ
て
お

り
、
徐
々
に
管
き
ょ
の
埋
設
位
置

が
深
く
な
る
た
め
、
下
水
を
地
表

近
く
ま
で
く
み
上
げ
る
施
設
で
す
。

市
内
で
は
、
八
潮
八
丁
目
に
西
袋

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
あ
り
ま
す
。

○
終
末
処
理
場

　
管
き
ょ
で
集
め
ら
れ
た
下
水
を

き
れ
い
に
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。

八
潮
市
の
下
水
は
、
三
郷
市
に
あ

る
中
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
で
処
理

さ
れ
て
中
川
に
放
流
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
パ
ネ
ル
展
示

　
下
水
道
の
啓
発
活
動
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

腹
９
月
13
日
㈮
ま
で

複
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

○
美
し
い
自
然
を
守
り
ま
す

　
汚
し
た
水
を
そ
の
ま
ま
川
や
海

へ
流
す
と
、
豊
か
な
美
し
い
自
然

や
都
市
の
環
境
は
破
壊
さ
れ
、
水

利
用
に
も
大
き
な
支
障
が
生
じ
ま

す
。

　「
自
然
か
ら
得
た
き
れ
い
な
水

は
、
ふ
た
た
び
、
も
と
の
状
態
に

し
て
自
然
に
か
え
す
」
こ
と
が
、

私
た
ち
の
負
っ
て
い
る
義
務
で
す
。

　
そ
し
て
、
下
水
道
は
、
そ
の
た

め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

○
住
み
よ
い
環
境
を
創
り
ま
す

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
家

　
下
水
道
の
役
割
、
し
く
み
、
正
し
い
使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

物
下
水
道
課
☎
奮
２
６
２

水に溶けないもの

トイレに、ティッシュ、紙おむつ、
生理用品、布類、シート類、ガム、
ゴム製品、タバコの吸殻などを流す
と、排水管や下水道管内が詰まる原
因になります。

１

排水溝に流すタイプの食用油処理剤
を使用しても環境へ与える油の影響
は軽減されません。廃油は流さずに
ゴミとして処理しましょう。排水管や
下水道管内でせっけんと油が化合し
て固まり、詰まりの原因となります。

排水管や下水道管が詰まったり、下
水処理場の機能を低下させます。

排水管や下水道管の中で揮発性のガ
スが発生し、爆発を起こす原因とな
ります。

下
水
道
の
役
割

～
下
水
道
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
～

９
月
１０
日
は『
下
水
道
の
日
』で
す

下水道へ流しては
いけないもの！！

×

×

×

×

　9月1日～10日は、「屋外広告物適正化旬間」です。この期間は、
屋外広告物の適正化に向けた普及啓発や、違反広告物に対する国民
や企業の意識啓発などを全国的に推進しています。
　屋外広告物は、情報提供や街のにぎわいに繋がる一方で、適正に
管理されていなければ落下などにより人に危害を及ぼす恐れがあり
ます。
　特に、店舗や場所案内で道路境界付近に、のぼり旗などを掲出す
ると、風などで歩道や道路へ越境し、歩行者や自転車が引っかかっ
てけがをしたり、見通しが悪くなることで思わぬ事故の発生につな
がる恐れがあるので十分に気
を付けましょう。
　また、電柱などに許可なく
貼られた違反広告物の撤去に
ついては、市の他に市民ボラ
ンティア団体（現在5団体が
登録）でも実施しています。
活動にご協力いただける方は、
都市計画課までご連絡をお願
いします。

　市では、50年、100年先を見据え、地域に根ざした八潮らしい街
並みづくりを推進するため、「八潮らしい街並み景観・分譲住宅認
定制度」を創設しました。
　この制度は、「やしお家づくりデザインマナーブック（平成25年
発行）」のデザイン要素を踏まえて建築される、新築戸建て分譲住
宅の計画に対して、市が審査し認定するものです。
　認定された分譲住宅については、今後市ホームページで分譲住宅
の計画名称や場所などをお知らせします。
　認定基準など詳しくは、市ホームページをご
覧ください。
 ※ 認定された分譲住宅は、周知などで右記の

マークを使用することができます。

屋外広告物の適正な管理に努めましょう

物都市計画課☎奮３48 物都市計画課☎奮３46

八潮らしい街並み景観・
分譲住宅認定制度の創設
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おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
令
和
元
年
第
３
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
９
月
２０
日
ま
で
開
会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日
＝
９
月
１７
日
㈫
～
１９
日
㈭

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と
。

払
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
１
回
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の
傍
聴

腹
９
月
１２
日
㈭　
午
後
３
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
特
別
会
議
室
Ｂ

淵
平
成
３０
年
度
八
潮
市
男
女
共
同
参
画
の

推
進
状
況
報
告
な
ど

払
３
人
（
当
日
先
着
順
）

物
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
焚
８
１
１

●
第
１
回
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
９
月
２６
日
㈭　
午
後
３
時
～
４
時
３０
分

複
市
役
所
第
２
会
議
室

淵
令
和
元
年
度
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
り
組
み
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
く
課
題
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
焚

４
７
０

●
第
１
回
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
推
進

審
議
会
の
傍
聴

腹
１０
月
３
日
㈭　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室

淵
第
７
期
八
潮
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
平
成
３０
年
度
事

業
報
告
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

よ
る
拠
点
回
収
の
廃
止

　
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
を
行
っ
て
い
た
市

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
事
業
が
終
了
し

た
こ
と
に
よ
り
、
各
公
共
施
設
に
お
け
る

ボ
ッ
ク
ス
の
拠
点
回
収
は
、
廃
止
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
資
源
ご
み
（
紙
・
布
）
の
回

収
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

物
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
☎
焚
２
８
５

臨
時
休
館

●
資
料
館

　

収
蔵
資
料
を
殺
虫
・
殺
菌
す
る
燻く

ん

蒸じ
ょ
う

作
業
を
行
う
た
め
休
館
し
ま
す
。

腹
９
月
２４
日
㈫
～
２７
日
㈮

物
資
料
館
☎
９９７
・
６
６
６
６

●
エ
イ
ト
ア
リ
ー
ナ

　
空
調
設
備
工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間
中
、

平
日
の
施
設
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
施
設
利

用
は
で
き
ま
す
が
、
空
調
設
備
お
よ
び
駐

車
場
の
一
部
な
ど
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
土

・
日
曜
日
、
祝
日
で
も
施
設
が
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

腹
１０
月
７
日
㈪
～
令
和
２
年
３
月
３１
日
㈫

（
予
定
）

物
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
９９６
・
５
１
２
６

し
て
く
だ
さ
い
。

物
長
寿
介
護
課
☎
焚
４
４
７

空
家
等
の
実
態
調
査

　

市
で
は
、「
八
潮
市
ま
ち
の
景
観
と
空

家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
内
の
空

家
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
「
空
家
等

実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
１１
月
３０
日
ご
ろ
ま
で
、
調
査
員
が
空
家

等
と
思
わ
れ
る
建
築
物
に
つ
い
て
、
外
観

目
視
に
て
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
状

況
に
つ
い
て
近
隣
住
民
の
方
に
お
話
を
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
調
査
員
は
、
市
が
発
行
し
た
身
分
証
お

よ
び
腕
章
を
着
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

物
都
市
計
画
課
☎
焚
３
４
６

９
月
１０
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

―
９
月
１０
日
～
１６
日
は
自
殺
予
防

週
間
―

　
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の

結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
、
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。
自

殺
は
、
制
度
の
見
直
し
や
相
談
・
支
援
体

●
八
幡
図
書
館
、
八
條
図
書
館
、
駅
前
出

張
所
図
書
窓
口

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
の
た
め
、

休
館
し
ま
す
。

腹
９
月
３０
日
㈪
～
１０
月
７
日
㈪

※
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
利
用
可
能
で
す
。

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５
、
八
條

図
書
館
☎
９９４
・
５
５
０
０
、
駅
前
出
張
所

図
書
窓
口
☎
９３０
・
７
５
０
１

保
険
証
の
更
新

　
現
在
使
用
し
て
い
る
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期

限
は
、
９
月
３０
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
一
部
の
方
を
除
き

９
月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
に
て
郵
送
し

ま
す
の
で
、
郵
便
受
け
や
玄
関
に
表
札
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
住
民
登
録
の
住
所
に
お
送
り

し
ま
す
。
住
民
登
録
地
以
外
の
居
所
へ
は

保
険
証
が
郵
送
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
転
居
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
な
ど
を
必
ず
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
保

険
証
は
、
市
役
所
へ
返
却
ま
た
は
処
分
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
災
害
・
失
業
な
ど
に
よ
り
生
活

が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
窓
口

で
の
医
療
費
一
部
負
担
金
の
免
除
や
国
保

税
の
減
免
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

物
国
保
年
金
課
☎
焚
８
２
８

公
共
交
通
に
関
す
る
地
域

会
議
の
開
催

　
地
域
に
即
し
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通

制
の
整
備
な
ど
社
会
的
な
取
り
組
み
と
う

つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
へ
の
適
切
な
治
療

に
よ
り
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
近

な
人
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
ま
ず
は
耳

を
傾
け
ね
ぎ
ら
い
、
支
援
先
に
つ
な
げ
、

温
か
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
精
神
科
医
に
よ
る
こ

こ
ろ
の
相
談
（
月
１
回
）
ま
た
は
、
次
の

相
談
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
・
０６４
・
５５６

●
支
援
情
報
検
索
サ
イ
トhttp://shien�

joho.go.jp

●
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
２４
時
間
対

応
）　
錆
０
１
２
０
・
２７９
・
３３８

物
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９９５
・
３
３
８
１

入
学
準
備
金
貸
し
付
け

（
無
利
子
）

覆
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方
▼
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
引
き
続
き
１
年
以
上
在

住
し
て
い
る
方
▼
高
校
・
専
修
学
校
・
大

学
に
入
学
す
る
こ
と
が
確
実
な
方
の
保
護

者
で
、
入
学
費
用
の
支
払
い
が
困
難
な
方

※
連
帯
保
証
人
要
１
人
（
住
所
・
所
得
要

件
な
ど
あ
り
）

の
検
討
に
あ
た
り
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

や
意
見
、
満
足
度
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
地
域
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

●
潮
止
地
区

腹
９
月
２６
日
㈭　
①
午
後
１
時
３０
分
～
②

午
後
７
時
～

複
①
古
新
田
公
民
館
②
ゆ
ま
に
て
会
議
室

兼
研
修
室

●
八
幡
地
区

腹
９
月
２７
日
㈮　
午
後
７
時
～

複
八
幡
公
民
館
第
一
・
第
二
会
議
室

●
八
條
地
区

腹
１０
月
２
日
㈬　
①
午
後
２
時
３０
分
～
②

午
後
７
時
～

複
①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
八
條
公

民
館
会
議
室
⑴

●
市
内
全
域

腹
１０
月
５
日
㈯　
午
前
１０
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

―
共
通
―�

�

払
各
回
３０
人
（
申
込
順
）�

�

※
お
住
ま
い
の
地
区
に
関
わ
ら
ず
、
都
合

の
つ
く
会
議
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

�
仏
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
、窓
口
ま
た

は
電
話
で
交
通
防
犯
課（
☎
焚
３
９
７
）へ

長
寿
祝
金
の
給
付

　
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
高

齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
祝
金
を
給
付
し
ま

す
。

覆
９
月
１５
日
（
基
準
日
）
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成
３１
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、
満
８０

・
８８
・
１００
歳
に
達
す
る
方

※
対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
１７
日
以
降

に
給
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
９

月
２７
日
ま
で
に
口
座
振
込
依
頼
書
を
返
送

貸
付
限
度
額　
高
校
・
専
修
学
校
＝
１５
万

円
以
内
、
大
学
＝
２５
万
円
以
内

受
付
期
間　
１
回
目
＝
９
月
２５
日
㈬
～
１０

月
１５
日
㈫

※
２
回
目
の
受
付
も
あ
り
ま
す
。

※
合
格
発
表
前
で
も
申
請
は
で
き
ま
す
。

返
済
方
法　
入
学
後
６
カ
月
据
え
置
き
、

修
学
期
間
終
了
ま
で
に
返
済

※
教
育
資
金
の
貸
し
付
け
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

全
国
家
計
構
造
調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
１０
月
に
全
国
家

計
構
造
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査

は
、
家
計
に
お
け
る
消
費
や
所
得
、
資
産

な
ど
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
社
会
保
障
や
福
祉
政
策

の
検
討
な
ど
、
国
民
生
活
に
身
近
な
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
９
月

以
降
に
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
統
計
調
査
員

が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

物
企
画
経
営
課
☎
焚
２
３
３

　人権の２１世紀といわれる中で、埼葛市町の地域における人権
問題に取り組むさまざまな団体が主体となり、行政とともに同
和問題をはじめとしたあらゆる人権問題の早期解決に向けて、
地域間の交流を通じて、地域住民の人権意識の高揚と正しい理
解を図ることを目的に開催されます。この事業は「人権尊重社
会をめざす県民運動」事業として実施するものです。
　今年も、埼葛１２市町の全児童・生徒が参加し、人権に思いを
寄せたメッセージを形にした「１０万人メッセージ」や「１０万羽
の折鶴」を会場内に展示します。平成２３年度から毎年作成して
いる「１０万羽の折鶴」は、今年度で９２４,５５７羽になります。
　皆さんのご来場をお待ちしています。

第２８回埼葛人権を考えるつどい
～出会い ふれあい 思いやり～

腹１０月１０日㈭　午前９時３０分～午後４時
　※歓迎行事・受付＝午前９時～
複幸手市民文化体育館アスカル幸手
淵〇歓迎行事／児童による和太鼓
　〇さくらホール／児童・生徒による鼓笛隊、マーチングバン
ド、合唱、幼稚園児による合唱、市民団体によるイングリッシ
ュハンドベル、音楽バンド、楽器演奏、女声コーラス、和太鼓
　〇特設ステージ／市民団体による津軽民謡、太極拳、自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

、
生徒によるちんどんパフォーマンス
　〇展示／特別支援学校、埼葛１２市町の人権に関する展示など
　〇販売／福祉施設などの物品販売
沸無料
物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５
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